























































































以後、彼は『新民叢報』に 1903年2月から 2年後まで、 9回にわたり
「近世第一の哲学者カントの学説J(近世第一大哲康徳之学説)を発表し










































































































































































「存在の本体を、実在 (reality)の本質 (essence) を探求する本体論
(Ontology) と、世界の発生と歴程、およびその帰着を探求する(狭義




















































































































































































































































































































































































































































































































( 7) 松山信一， i明治哲学の発展段階Jr明治哲学史研究j(京都:ミネノレ
ヴァ書房， 1959年)， 3-34頁参照.













ミーノレ・フイエ (AlfredJules Emile Fouillee， 1838-1912)が書いた






と韓国の哲学Jr哲学思想.1 5号を参照. 4号， 5号全体が西洋哲学受
容特集号である。
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1982年)， 244-259頁.
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